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Abstract
Characteristics of both the absorbance and the nuorescence of dye mixtures are discussed to
obtain the basic data for silllultaneous multi―Ⅲvave ength laser oscillations  Coumarin 460
(C460)and C481,Disodium Fluorescein(DF)and Rhodamin 6G(R590),Cresile Violet(CV),and
Nlle BIue (NB)have been used as the dye mixtures in blue,green and red region,respectively
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10-4(m01/1),which are lower than those of the dye mkture lasers
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1.緒 言
レーザ用色素は,エタノールなどの溶媒に溶
かし液体レーザとして用いられるが,波長可変
のレーザ発振が容易に得られるなどの特徴を有
する。即ちレーザ用有機色素は複数個のベンゼ
ン環からなる多原子系であり,本質的に広い蛍
光スペクトルを有し,その波長領域で波長同調
が可能となリレーザの発振が得られるI>9。色
素をレーザ媒質として用いる場合,溶媒を含め
ての吸光および蛍光特性を十分に把握しておく
ことは,レー ザ発光特性を調べる上で重要なこ
とである。特に複数以上の色素を混合して用い
る場合,それぞれの色素が影響し合い単独の色
素の場合と比べてレーザ発振の領域,出力およ
び発振の臨界値など異なって来ることが考えら
れ0',この為,種々 の混合条件の場合の吸光お
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よび蛍光特性について実測データを得ておくこ
とが必要である。本研究では,混合色素で同時
に多波長レーザ発振を行わせる場合,レー ザ発
光特性に直接影響して来る吸光および蛍光特性
につき,特に色素混合の場合の濃度依存性につ
いて実験的検討を行い,実用上の指針となる
データの蓄積を行つた。
対象とする色素はレーザ発振波長領域の点か
ら,青色系としてCoumarin 460(C460)およ
びCoumarin 481(C481),緑色 系 として
Disodium Fluorescein(DF)およびRhodamin
6G(R590),赤色系としてCresil Violet(CV)
およびNile Blue 690(NB690)であり,単独
色素も含め,2種混合色素の場合を主対象に吸
光および蛍光特性の測定を行った。
2,実験 装 置
混合色素の吸光および蛍光特性を示すスペク
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